
内
閣
衆
質
一
五
六
第
一
二
二
号

平
成
十
五
年
十
月
七
日

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
国
、
特
殊
法
人
、
独
立
行
政
法
人
、
公
益
法
人
、
認
可
法
人
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
状
況
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
七
日
受
領

答
弁
第
一
二
二
号

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

福

田

康

夫



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
国
、
特
殊
法
人
、
独
立
行
政
法
人
、
公
益
法
人
、
認
可
法
人
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
状
況

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
所
管
す
る
公
益
法
人
に
係
る
お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
調
査
し
、
お
示
し
す
る
こ

と
は
作
業
が
膨
大
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
国
の
機
関
、
独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
、

認
可
法
人
及
び
国
の
機
関
が
所
管
す
る
公
益
法
人
に
つ
い
て
、
出
勤
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
勤
し
て
い
た
か
の

よ
う
に
出
勤
簿
を
改
ざ
ん
す
る
行
為
の
有
無
等
を
過
去
五
年
間
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在
で
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
当
該
行
為
が
あ
っ
た
部
署
並
び
に
当
該
行
為
の
発
生
年
度
、
件
数
及
び
内
容
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在
、
国
の
機
関
に
お
い
て
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
務
時
間
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
部
署
は

な
い
。
ま
た
、
国
の
機
関
に
お
い
て
は
、
勤
務
事
情
、
業
務
の
特
殊
性
等
に
よ
り
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
務
時
間
管
理
が

ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
部
署
は
な
い
が
、
勤
務
時
間
報
告
書
等
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
勤
務
時
間
の
管

理
は
特
段
の
支
障
な
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
務
時
間
管
理
が
予
定
さ

一



れ
て
い
る
部
署
は
な
い
。

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
及
び
認
可
法
人
（
以
下
「
独
立
行
政
法
人
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
タ
イ
ム
カ

ー
ド
に
よ
る
勤
務
時
間
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
部
署
及
び
当
該
部
署
の
全
部
署
に
占
め
る
比
率
を
同
日
現
在
で
調
査
し
た
結

果
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
等
に
お
い
て
、
勤
務
事
情
、
業
務
の
特
殊
性
等
に
よ
り
タ
イ

ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
務
時
間
管
理
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
部
署
は
な
い
が
、
独
立
行
政
法
人
等
に
お
い
て
は
、

出
勤
簿
等
に
よ
り
勤
務
時
間
の
管
理
は
特
段
の
支
障
な
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
別
表
第
三
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
三
法
人
を
除
き
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
務
時
間
管
理
が
予
定
さ
れ
て
い
る
部
署
は
な
い
と
承
知
し
て
い

る
。公

益
法
人
に
係
る
お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
つ
い
て
調
査
し
、
お
示
し
す
る
こ
と
は
作
業
が
膨
大

と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
務
時
間
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
、
国

の
機
関
が
所
管
す
る
公
益
法
人
を
同
日
現
在
で
調
査
し
た
結
果
は
、
別
表
第
四
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
国
の
機
関
が
所

管
す
る
公
益
法
人
の
う
ち
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
務
時
間
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
公
益
法
人
の
全
公
益
法
人
に
占
め
る

比
率
は
、
二
十
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

二



二
の
�
に
つ
い
て

国
の
機
関
、
独
立
行
政
法
人
等
及
び
公
益
法
人
に
お
け
る
勤
務
時
間
管
理
に
つ
い
て
は
、
職
場
の
状
況
等
に
応
じ
た
適
切

な
手
法
に
よ
り
適
正
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
国
の
機
関
に
お
け
る
勤
務
時
間
管
理
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
勤
務
時

間
報
告
書
等
に
よ
り
特
段
の
支
障
な
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
勤
務
時
間
管
理
の
手
法
と
し
て
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導

入
が
必
要
な
状
況
に
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
等
又
は
公
益
法
人
に
お
け
る
勤
務
時
間
管
理
の
手
法
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
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